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施

政

方

針

　

水
道
事
業
は
、
厳
美
・
萩
荘
簡
易
水

道
、
興
田
・
猿
沢
簡
易
水
道
な
ど
を
拡

張
し
、
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、川
崎
浄
水
場
の
建
設
に
着
手

す
る
ほ
か
、
老
朽
施
設
の
改
修
と
更
新

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
管
路
整
備
を

推
進
し
な
が
ら
一
関
、
花
泉
、
千
厩
地
域

の
供
用
区
域
を
拡
大
し
、
快
適
な
生
活

環
境
と
水
質
保
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
の
早
期

接
続
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
の
整
備
を
進
め
、
水
洗
化
の
向
上

を
促
進
し
ま
す
。

❸
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
夢
を
抱
き
、国
際
化
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
行
政
か

ら
の「
一
方
通
行
」で
は
な
く
、「
双
方
通

行
」の
市
政
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
政
全
般
の
情
報
を
提
供
し
、
そ

れ
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

協
働
の
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

　

い
ち
の
せ
き
元
気
な
地
域
づ
く
り
事

業
や
地
域
お
こ
し
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
主
体
と

な
る
地
域
協
働
体
の
設
立
と
そ
の
組
織

体
制
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
バ
ス
公
共
交
通
体
系
の

確
立
に
向
け
、
市
民
、
運
行
事
業
者
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
利
用
促
進
策

を
講
じ
ま
す
。
予
約
利
用
型
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
導
入
、
料
金
体
系
と
負
担
軽

減
制
度
の
再
構
築
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
の
は
な
プ
ラ
ザ
の
情
報
発
信
に
努

め
、
さ
ら
な
る
利
用
を
促
進
し
な
が
ら

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
市
民
が
主

体
的
に
取
り
組
む
景
観
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

重
点
施
策「
中
東
北
の
拠
点
都

市
一
関
」
の
形
成

●
雇
用
対
策

　

昨
年
、一
昨
年
と
２
年
連
続
で
新
規
高

卒
者
の
就
職
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
若
者

の
地
元
へ
の
就
職
と
職
場
定
着
、新
し
く

事
業
を
起
こ
す
女
性
や
若
者
の
起
業
支

援
に
努
め
ま
す
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
実
施
し
て
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
地

域
で
働
く
人
材
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
工
業
の
振
興
と
企
業
の
育
成

　

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
技
能
、
技
術

の
習
得
を
目
指
す
研
修
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
品
質
管
理
能
力
の
向
上
を

図
り
、
質
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生

か
し
た
振
興
を
図
る
た
め
、
技
術
移
転

を
含
め
た
事
業
誘
致
を
積
極
的
に
展
開

し
、
新
産
業
、
新
技
術
の
創
出
支
援
や
農

商
工
連
携
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
操
業

開
始
時
に
お
け
る
新
規
採
用
者
の
人
材

育
成
や
地
域
企
業
と
の
連
携
を
支
援
す

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
努
め
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
は
、
本
年
３
月
に
誕
生
し
た「
い

わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合
」
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
生
産
体
制
の
強
化
、

担
い
手
の
育
成
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
６
次
産
業
化
を
進
め
、
所
得
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
や
中
山
間
地
域

農
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

一
関
産
が
全
国
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
よ
う「
地
産
外
商
」を
積
極
的

に
推
進
し
、
本
市
の
物
産
や
観
光
資
源

を
全
国
に
売
り
込
み
ま
す
。
首
都
圏
な

ど
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

情
報
発
信
と
販
路
拡
大
で
一
関
フ
ァ
ン

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
は
、
本
年
１
月
に
発
足
し
た
一
関

地
方
森
林
組
合
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
林
業
の
振
興
と
森
林
資
源
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た「
和
食
」の
提
案
書
に
例
示

さ
れ
た「
一
関
の
も
ち
食
文
化
」を
、「
全

国
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

「
一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」は
、「
全
国
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」と
同
様
に
東
北
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
育
て
ま
す
。

　

平
泉
の
世
界
遺
産
、
猊
鼻
渓
、
厳
美
渓

の
周
遊
観
光
に
向
け
た
二
次
交
通
確
保

へ
の
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
映
像
に
よ

る
本
市
の
魅
力
発
信
や
仙
台
圏
に
お
け

る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
、
観

光
客
を
誘
致
し
ま
す
。

●
教
育
、
人
材
育
成

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
職
業
観
、

勤
労
観
、
社
会
人
基
礎
力
を
育
て
る
た

め
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
は
、
27
年
４
月
開

校
予
定
の「
磐
井
中
学
校
」校
舎
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
山
目
小
学
校
校
舎

と
一
関
小
学
校
プ
ー
ル
の
整
備
、
東
山

中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
と
大
規
模
改

修
、
金
沢
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修

を
進
め
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

仮
称「
西
部
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
ほ
か
、
花
泉
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
設
備
を
増
設
し
ま
す
。

　

本
年
７
月
開
館
を
目
指
す
新
一
関
図

書
館
の
整
備
を
進
め
、
読
書
指
導
員
の

増
員
や
図
書
資
料
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
充
実

　

全
て
の
市
民
が
、
健
康
で
心
豊
か
に

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
と
強
化
が
重

要
で
す
。
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
総

合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
医
師
修
学
資
金
貸
付

事
業
を
継
続
し
て
医
師
確
保
対
策
に
努

め
る
ほ
か
、
医
療
と
介
護
を
考
え
る
公

開
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
医
療
機

関
の
適
切
な
受
診
の
あ
り
方
を
広
報
し

な
が
ら
、
医
師
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
医

療
機
関
、
市
民
、
行
政
が
役
割
を
分
担

し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
医

療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
一
人
一
人
に
対
応
し
た

支
援
計
画
の
検
討
な
ど
、
総
合
的
な
支

援
を
行
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
き
め
細
か
な
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
引
き
続
き
厳
し
い

運
営
が
見
込
ま
れ
る
が
、
特
定
健
康
診

査
の
推
進
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
国
保
制
度
改
正
の
動

向
や
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

運
営
の
安
定
化
に
向
け
努
力
を
し
ま
す
。

●
環
境
対
策

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
、公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
促
進
す
る
ほ
か
、
防
犯
灯
、

道
路
照
明
灯
、公
園
灯
、商
店
街
街
路
灯

な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に
進
め
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

資
源
集
団
回
収
事
業
な
ど
を
支
援
し
、

市
民
の
環
境
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
防
止

を
図
り
、住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

空
き
家
の
実
態
調
査
を
継
続
し
て
進

め
、
そ
の
利
用
を
含
め
た
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
規
模
災
害
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
、

「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防
災
会
議
の
日
」や

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
な
ど
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
活
用
し
た
迅
速
な
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。
消
防
救
急
無
線
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
拠
点
と
な
る
一
関
北
消
防
署
東

山
分
署
の
建
設
、
南
消
防
署
藤
沢
分
署

の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　

一
関
遊
水
地
事
業
は
、
小
堤
、
水
門
や

磐
井
川
堤
防
の
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、

狭
隘
地
区
の
治
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
磐
井
川
鉄
橋
架
け
替
え
に
向
け
た

早
期
協
議
を
要
望
し
ま
す
。

　

中
小
河
川
の
治
水
対
策
は
、
昨
年
夏

の
大
雨
災
害
を
教
訓
に
、
抜
本
的
な
対

策
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

庁
内
に
お
け
る
危
機
管
理
事
案
の
情

報
共
有
、
連
絡
体
制
の
確
立
や
洪
水
危

険
河
川
の
監
視
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

災
害
発
生
の
兆
し
を
捉
え
、迅
速
か
つ
万

全
な
対
応
に
向
け
た
初
動
態
勢
を
整
備

し
ま
す
。

　

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
の
名
簿
を
整
備
し
、
避
難
支
援

や
見
守
り
な
ど
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
警
戒
避
難

情
報
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

●
平
泉
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り

　

世
界
遺
産
拡
張
登
録
を
目
指
す
骨
寺

村
荘
園
遺
跡
は
、
白
山
社
、
駒
形
根
神
社

内
に
確
認
さ
れ
た
建
物
跡
と
塚
群
や
梅

木
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
重
点
的
に
実

施
す
る
ほ
か
、
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
の

文
献
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文

化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る「
一
関
本

寺
の
農
村
景
観
」の
構
成
要
素
で
あ
る

小
区
画
水
田
の
保
全
活
用
方
針
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　

26
年
度
に
導
入
さ
れ
る
平
泉
ナ
ン

バ
ー
の
普
及
を
進
め
、世
界
遺
産「
平
泉
」

を
核
と
す
る
こ
の
地
域
の
一
体
的
な
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本

　

本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
合
併
算
定

替
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
第
２
次

行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

実
行
し
、
歳
入
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
総
合
計
画
の

最
終
年
で
あ
る
27
年
度
を
見
据
え
、
計

画
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。
市
勢

の
さ
ら
な
る
発
展
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
を

見
据
え
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
総
合

計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
策
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
機
構
の
見
直

し
を
進
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
千
厩
支
所

庁
舎
内
に
建
設
農
林
セ
ン
タ
ー
を
配
置

し
ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
説
明
責
任
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
各
地
域
に
出
向
い
て
移
動
市
長
室

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
聴
い
た
り
、
市
か
ら
の
情
報
を
発
信

し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
職
員

自
ら
現
地
に
出
向
き
、
そ
の
場
で
聴
き
、

そ
の
場
で
考
え
、そ
の
場
で
判
断
す
る
現

場
主
義
を
徹
底
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、よ
り
効
果
的
、
戦
略
的
な
情

報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、
相
手
が
期
待

す
る
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
、相
手
に
感
動
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

ま
す
。
職
員
に
は「
脱
藩
の
気
概
で
臨
む

よ
う
に
」と
話
し
、
県
境
に
接
す
る
一
関

で
あ
れ
ば
こ
そ
で
き
る
県
境
を
意
識
せ

ず
施
策
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に

　

安
倍
総
理
は
自
身
の
施
政
方
針
で「
創

造
と
可
能
性
の
地
。
新
た
な
東
北
の
姿

を
、
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
は
、

東
北
の
可
能
性
や
魅
力
を
世
界
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
東
北
が
飛

躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

今
後
、宮
城
県
に
放
射
光
施
設
、山
形

県
に
重
粒
子
線
施
設
、
青
森
県
に
国
際

熱
核
融
合
実
験
炉
関
連
施
設
が
順
次
建

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
加
速

器
技
術
を
用
い
た
施
設
で
あ
り
、こ
れ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
す
る
集
大
成
が

Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
た
め
に
は
、
東
北
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、地
元

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
強
い
信
念
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
講
演
し
た
際
、
小
学

生
か
ら「
将
来
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
」「
科
学
者
に
な
り
た
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
別
の
学
校
で
は
、Ｉ
Ｌ

Ｃ
実
現
に
向
け
た
夢
を
手
紙
で
伝
え
て

く
れ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
子
供
た
ち
か
ら
夢
を
託
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
子
供
た
ち
の
夢
が
か
な
え
ら
れ

る
よ
う
、
こ
の
子
供
た
ち
が　

ふ
る
さ

と
一
関
を
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
、

「
世
界
の
人
々
か
ら
親
し
み
を
持
た
れ
、

信
頼
さ
れ
る
地
域
」を
目
指
す
、
そ
ん
な

ま
ち
一
関
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
、一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
一
関
発
展
の
基
軸
と

位
置
付
け
10
年
先
、
50
年
先
、１
０
０
年

先
の
姿
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。「
と
も
に
拓
こ
う　

ふ
る
さ
と
新

時
代
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
未
来

に
向
け
て
、積
極
果
敢
に
挑
ん
で
い
く
覚

悟
で
、
市
政
運
営
に
誠
心
誠
意
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

古くから一関のもち食文化として伝わる「もち本膳」

災害・緊急訓練見学会


